
 2009年の新築住宅着工件数は78万戸と45年前の水準まで落ち込み。住宅投資は内需の柱、経済や雇用に大きな波及効果

 住宅は国民生活を支え、良好な街並みを形成する社会インフラ。環境問題、少子高齢化、安全・安心等の課題の解決にも貢献

当面の景気回復と、社会インフラとしての良質な住宅ストックの形成、循環につながる成長戦略が必要


